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　3月11日に発生した東日本大震災

の傷跡は，未だ生々しいものがあり

ますが，これからの復旧，復興に併

せ，各種地下インフラ・パイプライ

ンの再構築事業も検討の俎上にある

と思われます。ここで，今回のテー

マは，それに関連した「曲線の功罪」

です。

　今日，非開削手法で道路下の地中

にパイプラインを布設，構築する工

法として，推進工法が一義的に考え

られるほどに，その施工技術が向上

し，あらゆる条件下での適応性が認

識されるまでになりました。推進工

法が我が国で初めて実施されて60

年余，先人達の弛まぬ努力による顕

著な成果です。その主な事例として，

長距離推進と並び曲線推進がありま

す。ここでは，曲線推進技術の輝か

しい“功”とともに，そこに隠れた

微かな“罪”に着目します。

　当初の推進工法は，短距離，しか

も直線施工でしかありませんでし

た。やがて，施工側に欲が出て，も

う少し距離を伸ばしたいとしたら，

先導体，掘進機が発進側から離れる

ほど計画線からズレ，曲がって行き

ました。そこに方向修正をかけ，計

画線に戻しつつ，何とか到達側にた

どり着きます。正に，直線を維持す

るがための曲りの修正でした。この

方向制御技術が確立できれば，一歩

進んで，曲線状の計画線に沿って方

向制御もできるはずです。これが曲

線推進の基になりました。

　今や，曲線推進は日常的，必然的

な設計事項となっています。単曲線

は当たり前，推進距離の増大に伴

い，S字曲線はおろかいくつもの複

曲線，なかには極端な急曲線施工も

まま見られます。そのような厳しい

施工条件であっても，最新の推進技

術をもってすれば，いとも簡単にこ

なせます。当然ながら，そこには現

場で施工管理を担当する（推進工事

技士有資格者の）技術者の，高い技

術力と工事品質を求める誠意があり

ます。これこそ，曲線推進技術の確

立による輝かしい“功”の現れです。

これにより，地下パイプラインの構

築に際し，計画設計における自由度

が飛躍的に拡大されました。

　ただ，曲線推進では，曲線状の計

画線に沿って推進管を並べることに

なります。推進工法用標準管の管長

は2.43mです。この直線状のピー

スを曲線上に並べます。当然ながら，

曲線半径が小さければ小さい程，ま

た，同じ曲線半径であれば，推進管

の管径が大きければ大きいほど，さ

らに管長が長ければ長いほど，曲線

上の隣接する推進管の管端面は曲線

外側で大きく離れます。この管端部

の保護と止水性の確保の検証に必要

な設計手法については，推進技術協

会の各種技術書や昨年発刊された日

本下水道協会の指針・解説を参照頂

くとして，ここで着目するのは推進

管の管長の決定です。曲線外側の目

開きが許容値を超えるとなれば，標

準管ではなく“半管（L=1 .2m）”

の採用や，さらに1/3管，1/4管の

採用など，設計手法として可能な選

択肢となります。

　ここで考えて下さい。例えば，呼

び径2000で1/4管とすると，管外

径2m35cmに対し，管長は60cmで

す。これでは，“管”とは言えず，

“環・リング”でしかない。推進工

法はあくまでも管路の布設手法で

あって，社会が求めるのは健全なイ

ンフラ・パイプラインです。とかく，

“建設で苦労した建造物は，その管

理ではもっと苦労する”とも言われ

ます。再考の余地，十分有り。

　 〈編集委員長　石川和秀〉
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